
平成31年（2019年）４月1日
19,939人（2万人割る）

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ

ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
今
月
の

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
で
は
、
飯
山

市
の
こ
の
一
年
間
を
写
真
と
と

も
に
振
り
返
り
ま
す
。

　
１
月
１
日
に
、
石
川
県
能
登

半
島
地
震
が
発
生
し
、
１
月
12

日
に
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震 

飯
山
市
災
害
対
策
支
援
本

部
が
設
置
さ
れ
被
災
地
へ
の
支

援
を
行
い
ま
し
た
。

　
冬
に
は
、
各
種
ス
キ
ー
大
会

で
、
市
内
選
手
・
高
校
が
優
勝
、

す
る
な
ど
の
活
躍
に
飯
山
市
が

湧
き
ま
し
た
。

　
春
に
は
、
山
田
晃
教
育
長
が

就
任
し
、
新
体
制
で
令
和
６
年

度
が
ス
タ
ー
ト
。
ま
た
、
北
陸

新
幹
線
金
沢‒

敦
賀
間
延
伸

開
業
を
機
に
、
福
井
県
敦
賀
市

と
観
光
交
流
都
市
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　
夏
に
は
、
大
阪
市
・
飯
山
市

姉
妹
都
市
提
携
50
周
年
記
念

式
典
、
飯
山
市
制
施
行
70
周

年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
節
目

の
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

秋
に
は
、
飯
山
市
消
防
団

に
よ
る
消
防
団
フ
ェ
ス
タ
が
今

年
初
め
て
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、

信
越
自
然
郷
第
12
回
北
信
州

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
５
年
ぶ
り

に
飯
山
市
、
木
島
平
村
、
野
沢

温
泉
村
の
３
市
村
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
、
北
陸
新
幹
線
飯

山
駅
前
宿
泊
施
設
に
つ
い
て
の

調
停
条
項
案
を
巡
り
、
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。（
３
㌻
右

上
）
ま
た
、
市
内
に
お
け
る
ク

マ
の
目
撃
情
報
が
多
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
防
災
無
線
で
の
注
意

喚
起
や
、
ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー

講
習
会
な
ど
ク
マ
被
害
防
止
対

策
に
努
め
ま
し
た
。（
３
㌻
左

上
）

　
人
口
は
、
11
月
１
日
現
在
の

毎
月
人
口
異
動
調
査
に
基
づ
く

推
計
人
口
が
、
１
万
７
９
７
２

人
と
な
り
、
１
万
８
０
０
０
人

を
割
り
ま
し
た
。

4月5月7月8月9月10月11月 3月 2月 1月

R3（2021年）
 10/20  「飯山駅前市有地宿泊施設整備事業基本協定」の締結
R5（2023年）
 1/19  議会全員協議会にて市長が飯山駅前市有地宿泊施設

整備促進事業に関する検証を行うことを表明
 3/10 ～ 飯山駅前市有地宿泊施設整備促進事業に関する有識

者懇談会
 4/17  市長記者会見において、市長が飯山駅周辺地区宿泊

施設整備事業補助金３億円、飯山市健康増進施設整
備事業補助金 2億円の執行はできかねると表明

 5/15  議会全員協議会に「飯山駅前市有地宿泊施設整備促
進事業についての飯山市の方針」を提出

 7/21  飯山簡易裁判所から通知（7月 19 日付）あり、調
停が始まる

R6（2024年）
 6/25  調停条項案の合意
 8/27  9 月定例会「調停の成立について」議案を上程
 9/19  9 月定例会「調停の成立について」議案が否決

北陸新幹線飯山駅前宿泊施設整備事業の経過
R5（2023年）
 10/13  市内山林で、クマによる人身事故が発生
 12/  1  錯誤捕獲防止型くくり罠設置とクマ撃退スプレー講習会
R6（2024年）
 3/18  鳥獣被害防止アプリ「けものおと」の運用開始
 4/17 ～ 防災無線でクマの出没に関する注意喚起
 10/25  クマ誘引防止対策で市内4カ所の柿の木へトタン巻を実施
 11/  8  各地区活性化センター所長や、学校関係者へクマ撃退スプ

レー講習会を実施

これまでのクマ出没に関する対策の経過

毎月人口異動調査結果に基づく飯山市の推計人口

令和2年１月 令和4年１月 令和6年１月

20,000人

19,000人

18,000人

17,000人

令和6年（2024年）11月1日
17,972人（1.8万人割る）

令和4年（2022年）8月1日
18,997人（1.9万人割る）
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小
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ん
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ス
ノ
ー
世
界
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本
代
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し
て
出
場

・
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Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
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カ
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０
２
４
全
日
本

小
学
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会
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カ
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リ
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女
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２・５
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選
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社
会
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会
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第
41
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い
い
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催
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催
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０
０
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３
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２
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・
第
73
回
全
国
高
等
学
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ス
キ
ー
大
会
で
飯
山
高
校
ス

キ
ー
部
が
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子
総
合
優
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・
男
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準
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・
東
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学
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農
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「
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な
ぐ
棚
田
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与
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光
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置
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携
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合
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飯
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流
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開
催

・
７
年
ぶ
り
に
深
圳
外
国
語
学
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が
飯
山
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を
訪
問

・
建
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中
の
城
北
小
学
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を
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統
合
す
る
４
小
学
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の
児
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が
見
学

・
飯
山
の
魅
力
を
発
信
さ
れ
て
い
る
写
真
家
平
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謙
さ
ん

に
感
謝
状
を
贈
呈

・
第
51
回
飯
山
市
駅
伝
大
会 

開
催

・正
受
庵
で
施
茶
活
動
を
さ
れ
て
い
る
堀
内
氾
子（
ひ
ろ
こ
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さ
ん
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感
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状
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贈
呈
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災
訓
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施
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北
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完
成
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山
市
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施
行
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典
・
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表
彰
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催

・
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北
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学
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通
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改
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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い
い
や
ま
灯
篭
ま
つ
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開
催

・
は
た
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の
集
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開
催

・
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
集
い
２
０
２
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開
催

・
初
め
て
消
防
団
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

・
信
越
自
然
郷
第
12
回
北
信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
飯
山

市
・
木
島
平
村
・
野
沢
温
泉
村
の
３
市
村
で
５
年
ぶ
り

に
開
催

・
飯
山
市
災
害
対
策
本
部
図
上
訓
練
を
実
施
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クローズアップ 飯山市この一年



　11月に、対象となる方へ基本チェックリストを郵送しました。内容は、現在の心身の状況や日常生活の様子等を伺
うもので、その結果により必要な方に介護予防教室等への参加を勧めています。ご記入いただき、同封の返信用封筒
でご返送いただきますようお願いします。介護予防のためには、自分の心身の状態を把握し、それに合わせた対策をす
ることが大切です。R7年２～３月に個別の結果を郵送しますので、ご自身の介護予防に役立て健康に過ごしましょう。

地域包括支援センター　℡ 0269-67-0728（課代表）

企画財政課 財政係　℡ 0269-67-0722（課代表）

介護予防のための

令和7年度（2025年度）の

　母子家庭の母または父子家庭の父が、看護師や介護福祉士などの就職に有利な資格を取
得するために養成機関で修業する場合に、生活の負担軽減のために高等職業訓練促進給付
金を支給します。また、養成機関での教育課程を修了した方に、高等職業訓練修了支援給
付金を支給します。給付金を希望の方は、子ども育成課までお問い合わせください。

　飯山市では、令和7年度（2025年度）予算編成にあたり、
市民の皆さまからご意見・ご提案を募集します。予算の概
要は、市ホームページ（12月26日公開）をご覧ください。

■募集対象者
・市内に住所を有する方
・市内の事務所または事業所に勤務する方
・市内に事務所または事業所を有する個人および法人その
他の団体

・市内の学校に在学する方
■募集期間
12月26日（木）から令和7年（2025年）1月16日（木）
まで

■ご意見の提出方法および提出先
・市ホームページの「ながの電子申請」による提出
・メール：kikaku@city.iiyama.nagano.jp
・ファックス：0269-62-5990
・郵送：〒389-2292　飯山市大字飯山1110番地1　
飯山市役所総務部企画財政課

※ながの電子申請以外で提出する場合は、意見提出
用紙（市ホームページよりダウンロード）を利用く
ださい。

※メールで提出する場合の件名は「令和7年度予算
への意見」としてください。

※郵送は令和7年（2025年）1月16日（木）必着です。

子ども育成課 子育て支援係　℡ 0269-67-0741（課代表） 子ども育成課 学校教育係・子育て支援係　 ℡ 0269-67-0741（課代表）

　次のとおり会計年度任用職員を募集します。詳しくは、飯山市のホームページをご覧いただくか、子ども育成課まで
お問い合わせください。ハローワークにも求人票を提出しますのであわせてご確認ください。

令和7年度採用（保育士・給食調理員・図書館司書）

会計年度任用職員を募集します

■試験内容
口述試験
■任用期間
令和 7年（2025 年）４月１日から１年間（勤
務実績により更新あり）
■提出書類
所定の受験申込書（ホームページからダウンロー
ドまたは子ども育成課で交付）
■職場見学
申込みにあたり、保育園等の見学を希望される
方はお気軽にご連絡ください。

■試験日
令和 7年（2025 年）1月 22 日（水）

■申込締切
令和 7年（2025 年）1月 14日（火）

■わかったこと

　基本チェックリスト調査の結果は、適切な介護予防教室
への案内に役立てているほか、長野保健医療大学と協働し
市民の健康寿命を延ばすための研究に活用しています。

飯山市と連携協定を締結している

長野保健医療大学が飯山市の基本チェックリストを分析

「基本チェックリスト」の提出にご協力ください

予算編成にあたり皆さまのご意見を募集します
■対　象　令和7年（2025年）３月末現在で65歳以上の方（介護認定者・事業対象者は除く）
■配　布　11月に郵送　　■提出方法　同封の返信用封筒で返送　　■提出期限　12月27日（金）

郵送でお届け、返信用封筒で回答

要介護となる前に、運動や健康増進教室への
参加を心がけましょう。

　何らかの介護が必要となる３年前から、基本チェックリ
ストの点数が上昇します。結果が届いたら、今年と前年の
点数をご確認ください。もし点数の上昇が見られれば、健
康に過ごすための工夫をしましょう。

■支給対象者
ひとり親家庭の母または父であり、20歳に満たない者を
扶養し、以下の要件を全て満たす方。
・所得が児童扶養手当支給水準の方
・仕事または育児と修業の両立が困難な方
・養成機関において６カ月以上のカリキュラムを修業し、
対象資格の取得が見込まれる方

■対象講座
看護師、准看護師、介護福祉士、社会福祉士、理学療法士、
作業療法士、保育士、歯科衛生士、美容師、製菓衛生師、
調理師、LPI認定資格他、市長が必要と認める資格（審査
があります）など

■給付額

○高等職業訓練促進給付金
修業期間中の一定期間に月額 100,000 円
※最大で 4年間
※住民税課税世帯は月額 70,500 円
※訓練期間の最後の１年間は月 40,000 円増額
○高等職業訓練修了支援給付金
訓練終了後、50,000 円を支給
※住民税課税世帯は 25,000 円

・給付を受けるためには、事前相談が必要です。
・併せて自立支援教育訓練給付金 (受講経費の一部を給付 )
を活用できる場合があります。

・入学金や学費等の諸費用は、全て自己負担となります。
・ご利用はお一人１回限りです。

ひとり親家庭の母または父の方へ生活費を支援します

高等職業訓練促進給付金等をご活用ください

【
注
意
事
項
】

二
次
元
コ
ー
ド
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
チ
ェ
ッ
ク
！

二
次
元
コ
ー
ド
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
チ
ェ
ッ
ク
！

生活費を支援
高等職業訓練促進給付金

月額10万円
高等職業訓練修了支援給付金

訓練修了後5万円

要介護となる３年前から点数が上昇

■職種等
職種 区分 採用予定者数

保育士（保育園） フルタイム 4名
パートタイム 4名

給食調理員（保育園） フルタイム 1名

看護師（保育園） フルタイムまたは
パートタイム 1名

図書館司書
（市立図書館または小中学校）

フルタイム 若干名
パートタイム 若干名

要介護健康
点
数

3年前 2年前 1年前
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デジタルで変える

事業戦略課DX推進係
0269-67-0724（課代表）

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
飯

山
市
役
所
Ｄ
Ｘ
推
進
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
西
岡
で
す
。
今
回

は
、「
ア
カ
ウ
ン
ト
」
の
お
話

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
、
最
も
利
用
者
の
多
い

Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」

を
例
に
と
っ
て
み
ま
す
。
ア
プ

リ
を
ス
マ
ホ
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
た
後
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
ト
ー

ク
の
送
信
や
受
信
を
行
う
に

は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
使
用
者
が

「
誰
か
」
を
分
か
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
「
誰
か
」
に
当
た
る
部
分

が
「
ア
カ
ウ
ン
ト
」
で
す
。

　

辞
書
に
よ
る
と
「
ア
カ
ウ

ン
ト
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
サ
ー
ビ
ス
や
ア
プ
リ

ア
カ
ウ
ン
ト
っ
て
何
？

を
利
用
す
る
際
に
登
録
す
る

情
報
、
ま
た
は
そ
の
権
利
の

こ
と
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
ネ
ッ
ト
上
の
自
分
が

ア
カ
ウ
ン
ト
で
す
。

　

例
え
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
買
物
（
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
）を
す
る
と
き「
誰
が
」

が
必
ず
必
要
で
す
。
毎
回
買

物
す
る
時
に
名
前
や
住
所
を

入
れ
る
の
は
面
倒
で
す
よ
ね
。

そ
こ
で
ア
カ
ウ
ン
ト
の
登
場

で
す
。
そ
の
お
店
で
ア
カ
ウ

ン
ト
を
登
録
す
れ
ば
、
買
物

す
る
時
に
名
前
や
住
所
を
入

れ
な
く
て
も
ア
カ
ウ
ン
ト
に

そ
の
情
報
が
登
録
さ
れ
て
い

る
た
め
不
要
に
な
り
ま
す
。

　
ア
カ
ウ
ン
ト
に
は
Ｉ
Ｄ
と

パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
Ｉ
Ｄ
と
は
ネ
ッ
ト
上
で

使
う
通
称
、
パ
ス
ワ
ー
ド
は

サ
ー
ビ
ス
に
ロ
グ
イ
ン
す
る

た
め
に
使
う
鍵
で
す
。
最
近

で
は
こ
の
パ
ス
ワ
ー
ド
が
簡

単
に
解
読
さ
れ
な
い
よ
う
に

英
語
大
文
字
＋
小
文
字
＋
数

字
で
８
ケ
タ
以
上
な
ど
複
雑

に
な
っ
て
い
ま
す
。
パ
ス
ワ
ー

ド
は
忘
れ
た
時
の
た
め
に
メ

モ
を
取
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

No.５

　国民健康保険に加入されている40歳から74歳までの方は、特定健診を無料で受診いただけます。下記の医療機
関では通年での特定健診（個別健診）を受診することができますので、７～８月の集団健診を受診できなかった方は、
個別健診の受診をご検討ください。詳しくは、市ホームページをご覧ください。

　国民健康保険に加入されている方に、人間ドック検査費用の一部を補助しています。
受診前に、国保年金係で申請ください。詳しくは、市ホームページをご覧ください。

市民環境課 国保年金係　℡ 0269-67-0726（課代表）

特定健診（個別健診）をご活用ください
今年の健康診断を受け忘れていませんか？

国民健康保険人間ドック補助金をご活用ください

■対象年齢
35歳から74歳まで
（受診する年度末までに35歳に到達する方）
■補助金額
日帰りドック：20,000円、一泊二日ドック：25,000円
※年度内に35・40・45・50・55・60・65・70歳の誕生日を
迎えられる方は30,000円（対象：日帰り、一泊二日）

■指定医療機関
飯山赤十字病院、みゆき会クリニック、北信総合
病院、長野市民病院、長野中央病院、新生病院
※指定医療機関以外での受診でも補助金申請をす
ることができます。受診後に、領収書・健診結果・
印鑑・振込口座の分かるものをお持ちになって、
国保年金係（１階２-３窓口）で申請ください。

二
次
元
コ
ー
ド
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
チ
ェ
ッ
ク
！

二
次
元
コ
ー
ド
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
チ
ェ
ッ
ク
！

飯山のニュース

■対象年齢
40 歳から 74歳まで
■健診費用
無料

■受診方法
市民環境課国保年金係へ電話でお申し込みください。
市から受診券を郵送しますので、医療機関で受診日を
予約して受診してください。

■個別健診実施医療機関
飯山赤十字病院、いいやまファミリークリニック、みゆき会クリニック、北信総合病院、長野市民病院、長野中央病院

Account

　
市
内
で
の
ク
マ
の
目
撃
情
報

が
増
え
て
い
る
こ
と
を
受
け
、

11
月
８
日
に
、
ク
マ
撃
退
ス
プ

レ
ー
講
習
会
を
飯
山
市
克
雪
セ

ン
タ
ー
前
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
に
は
、
長
峰
ス
ポ
ー

ツ
公
園
の
管
理
者
や
、
各
地
区

活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
所
長
、
学

校
関
係
者
な
ど
約
15
名
が
参

加
し
、
北
信
地
域
振
興
局
林
務

課
の
坂
口
鳥
獣
対
策
専
門
員
に

よ
る
講
義
と
、
練
習
用
ク
マ
撃

退
ス
プ
レ
ー
を
使
用
し
て
の
噴

射
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー
講
習
会
を
実
施

　
講
義
で
は
、
ク
マ
に
よ
る
被

害
情
報
や
、
ク
マ
撃
退
ス
プ

レ
ー
の
構
造
、
使
用
上
の
注
意

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
噴
射
体
験
で
は
、
参
加

者
が
実
際
に
ス
プ
レ
ー
を
噴
射

し
、
ク
マ
に
届
く
ま
で
の
距
離

感
や
、
向
か
い
風
の
中
で
の
噴

射
剤
の
動
き
な
ど
、
使
用
方
法

を
確
か
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
市
内
に
お
け
る
11
月

末
時
点
で
の
ク
マ
の
出
没
情
報

は
１
７
３
件
で
、
昨
年
よ
り
11

件
増
加
し
て
い
ま
す
。

クマ撃退スプレーの噴射体験をする参加者

第
12
回 

北
信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催

　
11
月
10
日
に
、
飯
山
市
、
木

島
平
村
、
野
沢
温
泉
村
を
コ
ー

ス
と
し
た
信
越
自
然
郷
第
12
回

北
信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、「
北
信
州
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン 

飯
山
大
会
」
と
し
て

飯
山
市
単
独
で
の
開
催
で
し
た

が
、
今
回
は
５
年
ぶ
り
に
３
市

村
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
、
10
㌔
マ
ラ
ソ
ン
、
３
㌔
マ

ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ
、
３
種
目
合

わ
せ
て
１
０
９
８
名
の
選
手
が

出
走
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

に
お
笑
い
芸
人
の
猫
ひ
ろ
し

さ
ん
、
10
㌔
マ
ラ
ソ
ン
に
飯
山

市
出
身
で
ス
カ
イ
ラ
ン
ニ
ン
グ

ユ
ー
ス
日
本
代
表
の
小
林
華
蓮

さ
ん
が
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し

て
出
場
し
た
ほ
か
、
給
水
所
で

は
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
や
シ

ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
な
ど
の
フ
ル
ー

ツ
が
振
舞
わ
れ
、
選
手
を
励
ま

し
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
会
場
の
飯

山
城
址
公
園
で
は
、
地
元
有
志

団
体
の
皆
さ
ま
に
よ
り
、
キ
ノ

コ
汁
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
大
会
開
催
に
あ
た
り
、
給

水
・
交
通
誘
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

運
営
ス
タ
ッ
フ
な
ど
約
３
０
０

名
の
方
の
ご
協
力
と
、
協
賛
を

46
社
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
会
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ハーフマラソンスタート会場の野沢温泉村役場

ゲストランナーの猫ひろしさん

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社 

長
野
支
社
か
ら
寄
付
金

　
11
月
７
日
、
明
治
安
田
生
命

保
険
相
互
会
社 

長
野
支
社「
私

の
地
元
応
援
募
金
」
贈
呈
式
を

飯
山
市
役
所
で
行
い
ま
し
た
。

　
同
社
は
、「
つ
な
が
り
」「
ふ

れ
あ
い
」「
さ
さ
え
あ
い
」
の

機
会
を
創
出
し
、
豊
か
な
社
会

づ
く
り
に
貢
献
す
る
「
地
元
の

元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
地
域
住
民
の
健

康
づ
く
り
や
暮
ら
し
の
充
実
に

向
け
た
自
治
体
な
ど
と
の
協
働

と
し
て
、
寄
付
活
動
を
全
国
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
今
回
、

寄
付
金
75
万
８
１
０
０
円
を
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

寄
付
金
の
他
に
、
同
社
発
案
の

電
話
音
声
明
瞭
器
「SO

U
N
D
 

A
RC
H

（
サ
ウ
ン
ド
ア
ー
チ
）」

も
併
せ
て
寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
な
お
、
同
社
は
、
飯
山
市
と

「
健
康
増
進
に
関
す
る
連
携
協

定
」
を
締
結
し
て
お
り
、
イ
ベ

ン
ト
等
で
健
康
に
関
す
る
各
種

測
定
に
も
、
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

明治安田生命保険相互会社 長野支社 信濃中野営業所 千
葉大樹所長（左）と目録を手にする江沢市長（右）

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
に
猫
ひ
ろ
し
さ
ん
が
参
加
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ららぽーと甲子園のイベント会場
地域医療について講演する井階先生

　

11
月
17
日
に
、「
健
康
の

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
集
い

２
０
２
４
」
を
飯
山
市
公
民
館

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
生
活

を
最
後
ま
で
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
地
域
医
療
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
令

和
５
年
度
（
２
０
２
３
年
度
）

に
飯
山
市
が
「
健
康
の
ま
ち
づ

く
り
友
好
都
市
連
盟
」
へ
加
入

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
昨

年
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
福
井
大
学
教
授

で
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
井
階
友
貴
先
生
を
お
招
き

し
「
み
ん
な
で
つ
く
る
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
地
域

医
療
」と
題
し
た
講
演
の
ほ
か
、

理
想
の
医
療
に
つ
い
て
考
え
る

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
型
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ「M

ED
+
M
ESSE

（
メ

ド
・
メ
ッ
セ
）」
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
演
で
井
階
さ
ん
は
「
地
域

医
療
を
行
政
や
医
療
者
、
住
民

が
一
丸
と
な
り
考
え
て
ほ
し
い
」

と
来
場
者
に
語
り
ま
し
た
。

い
い
や
ま
環
境
フ
ェ
ア
２
０
２
４
を
開
催

「
飯
山
城
、秋
の
鷹
狩
り
」実
演
会
を
開
催

　

11
月
16
日
、「
い
い
や
ま
環

境
フ
ェ
ア
２
０
２
４
」
を
、
飯

山
市
文
化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
ラ
イ
タ
ー
の
高
橋
真
樹
さ
ん

に
よ
る
「
断
熱
が
日
本
を
救
う
」

と
題
し
た
講
演
会
が
行
わ
れ
、

日
本
と
世
界
の
断
熱
基
準
の
違

い
や
、
断
熱
が
及
ぼ
す
住
宅
と

人
体
へ
の
効
果
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
橋
さ

ん
は
「
断
熱
は
環
境
へ
は
も
ち

ろ
ん
、
住
宅
や
人
体
へ
も
好
影

響
を
及
ぼ
す
。
未
来
へ
の
投
資

と
し
て
住
宅
の
断
熱
化
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
来
場
者
へ

　

11
月
24
日
に
、
飯
山
城
址

公
園
で
、
飯
山
市
が
包
括
連
携

協
定
を
結
ん
で
い
る
長
野
県
立

大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
ゼ
ミ

と
、
市
ま
ち
づ
く
り
課
が
連
携

し
「
飯
山
城
、
秋
の
鷹
狩
り
」

実
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
実
演
会
は
、
長
野
県
立

大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
ゼ
ミ
が

「
飯
山
城
と
上
杉
謙
信
公
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
地
域
活
性
化
に

つ
い
て
研
究
し
て
お
り
、
上
杉

謙
信
公
が
鷹
狩
を
好
ん
で
い
た

こ
と
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
諏
訪
流
放
鷹
術
保

存
会
の
鷹
匠
（
た
か
じ
ょ
う
）

語
り
掛
け
ま
し
た
。

　
講
演
会
の
他
に
は
、
省
エ
ネ・

耐
震
・
克
雪
な
ど
住
宅
の
疑
問

に
答
え
る
「
住
宅
よ
ろ
ず
相
談

会
」や
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー・

省
エ
ネ
素
材
を
扱
う
事
業
者
の

出
展
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車

の
試
乗
会
、
燃
料
電
池
車
の
展

示
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
信
州
上
田
真
田
陣
太

鼓
保
存
会
に
よ
る
太
鼓
の
演
奏

や
中
野
市
落
語
研
究
会
の
飲
々

亭
冷
奴
さ
ん
に
よ
る
落
語
、
安

曇
野
か
ら
松
枯
れ
材
の
積
み
木

と
紙
芝
居
の
演
出
が
あ
り
、
会

場
は
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

６
人
に
よ
る
実
演
の
ほ
か
、
ゲ

ス
ト
と
し
て
駆
け
つ
け
た
ラ
ジ

オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
・
フ
リ
ー

キ
ャ
ス
タ
ー
の
武
田
徹
さ
ん
と
、

江
沢
市
長
に
よ
る
振
替
（
二
人

の
間
を
鷹
が
行
っ
た
り
来
た
り

す
る
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会

場
に
は
、
約
３
０
０
人
の
観
客

が
集
ま
り
、
普
段
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
鷹
匠
の
技
の
披
露
に
、

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
来
場
者
に
よ
る
鷹
匠

体
験
や
、
今
回
実
演
し
た
鷹
匠

と
の
記
念
撮
影
会
も
行
わ
れ
、

来
場
者
と
の
交
流
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

住宅断熱の重要性を解説する高橋さん

２名の鷹匠による技の実演

松枯れ材の積み木で遊ぶ来場者

鷹匠体験をする小学生

最
新
技
術
で
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
達
成
し
よ
う

諏
訪
流
放ほ

う
よ
う
じ
ゅ
つ

鷹
術
保
存
会
に
よ
る

健
康
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
集
い
２
０
２
４
を
開
催

地
域
に
と
っ
て
の
理
想
の
医
療
を

　
11
月
８
日
か
ら
10
日
の
３
日

間
、
兵
庫
県
西
宮
市
の
大
型
商

業
施
設「
ら
ら
ぽ
ー
と
甲
子
園
」

に
て
、
飯
山
市
特
産
品
Ｐ
Ｒ

イ
ベ
ン
ト
「
信
州
い
い
や
ま
イ

イ
と
こ
ど
り 

飯
も
の
直
売
便
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
信
州
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
関
西
圏
域
に
13

店
舗
の
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
を

展
開
す
る
「
上
高
地
あ
ず
さ
珈

琲
」
と
連
携
し
、
関
西
圏
域
の

み
な
さ
ん
に
信
州
「
い
い
や
ま
」

を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
期
間
中
は
、
お

米
、
き
の
こ
、
り
ん
ご
な
ど
の

特
産
品
の
販
売
や
、
新
米
お

に
ぎ
り
と
き
の
こ
汁
の
振
る
舞

い
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
江
沢
市

長
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や
、

ア
ル
ク
マ
・
雪
ん
子
の
グ
リ
ー

テ
ィ
ン
グ
も
あ
り
３
日
間
で

２
４
０
０
人
の
方
に
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
信
州
い
い
や
ま
イ
イ
と
こ
ど
り 

飯い
い

も
の
直
売
便
」を
開
催

ら
ら
ぽ
ー
と
甲
子
園
（
兵
庫
県
）
で
飯
山
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

　
11
月
22
日
に
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
斑
尾
線
の
新
車
両
の
納
車

に
伴
い
、納
入
業
者
に
よ
る
安

全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
車
両
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
が
施
さ
れ
た
バ
ス

で
、
車
椅
子
・
ベ
ビ
ー
カ
ー
用

の
ス
ロ
ー
プ
や
、
高
齢
者
が
乗

り
降
り
し
や
す
い
よ
う
乗
降
口

側
の
車
高
が
下
が
る
エ
ア
ー
サ

ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
装
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
運
転
手
が
気
を
失
っ

た
際
に
、
乗
客
が
押
す
緊
急
停

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
斑
尾
線 

新
車
両
の
安
全
を
祈
願

止
ボ
タ
ン
や
、
運
転
手
の
意
識

を
感
知
す
る
セ
ン
サ
ー
も
登
載

さ
れ
、
安
全
性
も
向
上
し
て
い

ま
す
。

　
斑
尾
線
は
、12
月
14
日
か
ら
、

冬
期
ダ
イ
ヤ
と
な
り
ま
す
。
時

刻
表
を
ご
確
認
の
上
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

いいやま新米まつりで列を作る来場者

　

11
月
16
日
と
17
日
に
、
飯

山
市
農
業
再
生
協
議
会（
会
長：

江
沢
岸
生 
飯
山
市
長
）
が
「
い

い
や
ま
新
米
ま
つ
り
」
を
道
の

駅
「
花
の
駅 
千
曲
川
」
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
「
い
い
や
ま
新
米
ま
つ
り
」は
、

県
内
外
の
方
に
飯
山
の
お
米
の

美
味
し
さ
を
広
く
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、昨
年
の
道
の
駅「
花

の
駅 

千
曲
川
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
企
画
さ

道
の
駅
「
花
の
駅 

千
曲
川
」
で
新
米
Ｐ
Ｒ

い
い
や
ま
新
米
ま
つ
り
を
開
催

れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
年
で
２

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
当
日
は
、
新
米
で
作
っ
た
お

に
ぎ
り
や
、
き
の
こ
汁
、
野
沢

菜
漬
け
が
４
０
０
食
（
２
日
間

で
８
０
０
食
）
準
備
さ
れ
、
道

の
駅
を
訪
れ
た
方
に
ふ
る
ま
わ

れ
ま
し
た
。
会
場
は
、
子
ど
も

か
ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
、
多
く

の
人
が
列
を
な
し
、
賑
わ
い
ま

し
た
。

二次元コードで
冬期ダイヤを
チェック！

斑尾線新車両の前で行われた神事
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曜日 停車場所 時間

月
曜
（
12
月
30
日
運
休
）

金山集会所 10：00
大川公会堂 11：00
中谷集会所 11：40
倉本地区集会所 12：00
温井仲間市 13：00
温井多目的交流センター 13：20
羽広山野菜集出荷場 13：50

水
曜
（
１
月
１
日
運
休
）

大倉崎農業生活改善研修センター  9：40
西大滝集会所 10：15
馬場集会所 10：30
下境公会堂 11：00
北原コミュニティセンター 11：15
柏尾農村研修集会施設 11：40
湯の入荘 12：20
中組区民センター 12：45
富田公民館 12：55
福島新田公会堂 13：10
下木島公民館 13：35
野坂田区民会館 13：50

※天候・交通状況により、到着時間が変更となる場合
があります。

公民連携推進課 公民連携推進係 ℡ 0269-67-0725（課代表）

○取組事例紹介
【ファシリテーター】
フリージャーナリスト 内山 二郎 氏
①パン工房○（まる）
・宮田 伸也 氏（木島平村）
②ＮＰＯ法人すがかわ暮らし応援隊
・外山 俊 氏（山ノ内町）
③長野県下高井農林高等学校
・宇田 貴浩 君（環境創造コース３年生）
・片桐 杏奈 教諭
○旗上げアンケート方式ディスカッション

乗
用
の
車
両
は
公
道
走
行
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
ナ
ン
バ
ー

の
装
着
が
必
要
で
す

　

農
耕
作
業
車
（
ト
ラ
ク
タ
ー
、

コ
ン
バ
イ
ン
、
田
植
機
等
）
や
小

型
特
殊
自
動
車
（
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー

ダ
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
）
は
公

道
を
走
る
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
装
着
義
務

が
あ
り
、軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
装
着
し
て
い
な

い
こ
れ
ら
の
車
両
を
お
持
ち
の
方

は
、
至
急
、
税
務
課
で
登
録
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
登
録
す
る
際
に
は
、
車

名
と
車
台
番
号
、
販
売
証
明
書
ま

た
は
譲
渡
証
明
書
等
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
登
録
申
請
用
紙
に
つ
い

て
は
税
務
課
窓
口
に
て
直
接
の
お

渡
し
か
飯
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
税
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

税
務
課 

市
民
税
係

℡ 

６
７-

０
７
２
３（
課
代
表
）

二次元コードで
ホームページを
チェック！

「
年
末
の
交
通
安
全
運
動
」
を

実
施
し
ま
す

　
年
末
を
迎
え
、
夕
暮
れ
か
ら
夜

間
の
事
故
や
飲
酒
運
転
の
増
加
な

ど
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
広

く
県
民
に
交
通
安
全
思
想
の
普

及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル

の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の

実
践
を
習
慣
付
け
、
交
通
事
故
の

防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
年

末
の
交
通
安
全
運
動
」
を
実
施
し

ま
す
。

　

次
の
重
点
項
目
に
つ
い
て
、
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

■
期
間

12
月
15
日
㈰
か
ら
12
月
31
日
㈫

ま
で

■
重
点
項
目

①
夕
暮
れ
時
・
夜
間
の
歩
行
者

事
故
防
止

②
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

③
自
転
車
等
利
用
時
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
と
交
通
ル
ー
ル

遵
守
の
徹
底

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

道
路
河
川
課 

監
理
係

℡ 

６
７-

０
７
３
７（
課
代
表
）

高齢運転者安全
啓発動画「ずっ
とグッドカーラ
イフ」はこちら

ゼロカーボンミーティング2024in 北信州
×北信地域タウンミーティング2024

飯山市学校等跡地の利活用基本方針（案）に関する
パブリックコメントを募集します

暮らしの中のゼロカーボン～未来に向けて 今 私達一人ひとりができること～

長野県北信地域振興局 環境課　℡ 0269-23-0202
（公財）長野県長寿社会開発センター北信支部　℡0269-62-3725

■日時 令和 7年（2025 年）1月22日（水）
 午後 1時 30分から午後 3時 50分まで
■場所 飯山市文化交流館 なちゅら
■内容
○基調講演
わたしたちの未来へ向けて
渋沢栄一（江戸～戦前）
渋沢寿一（戦後～令和）
それぞれのゼロ・カーボン

わたしたちの未来へ向けて
（江戸～戦前）
（戦後～令和）
ゼロ・カーボン

　城北中学校区域の小学校が統合されることに伴い、４つの小学校が閉校となります。閉校後、
市として利活用を進めていく上で、学校等跡地の利活用に向けて基本となる考え方や、検討
手順等の基本方針（案）を定めました。この基本方針（案）について、次のとおりご意見を募
集します。基本方針案（案）については、市ホームページをご覧ください。

■募集対象者
・市内に住所を有する方
・市内の事務所または事業所に勤務する方
・市内に事務所または事業所を有する個人および法
人その他の団体

・市内の学校に在学する方
■募集期間
12月27日（金）午後5時まで

■ご意見の提出方法および提出先
・市ホームページの「ながの電子申請」による提出
・メール：koumin@city.iiyama.nagano.jp
・ファックス：0269-62-5990
※ながの電子申請以外で提出する場合は、意見提出用紙（市
ホームページよりダウンロード）を利用ください。

※メールで提出する場合の件名は「学校等跡地の利活用基本
方針への意見」としてください。

二
次
元
コ
ー
ド
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
チ
ェ
ッ
ク
！

城北中学校区の4小学校統合に伴う

事業戦略課 地域協創係 ℡ 0269-67-0724（課代表）

　年末年始は、移動スーパー「スマイルムーン」が運休します。ご
不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。
■運休日
　12月30日（月）、翌年1月1日（水）

移動スーパー「スマイルムーン」
年末年始の運休のお知らせ

　年末最後の運行は、12月
25日（水）、年始最初の運行
は1月6日（月）です。
　右の運行表をご確認の上、
お間違えのないよう、ご利用
ください。

■申込方法
二次元コードからお申し込みください。
■申込締切
令和７年（2025年）1月15日（水）

講師：渋沢　寿一　氏
NPO法人共存の森ネットワーク
理事長。農学博士。明治時代の実
業家・渋沢栄一の曾孫にあたる。

広
告
コ
ー
ナ
ー

日本文化財保護協会から遺跡発掘作業員募集のお知らせ
勤務地 ：長野県中野市上今井「南大原遺跡」 
業務内容 ：埋蔵文化財の発掘、記録、整理及びその他の関連業務
雇用期間 ：令和７年４月下旬から11月末まで（予定） 
勤務時間 ：午前９時から午後５時まで（休憩時間 12時から１時間）
給　与 ：時給1,500円 
休　日 ：土曜日、日曜日、祝日 
待　遇 ：社会保険・労災保険加入　交通費は当協会基準にて支給

雇用条件 ：年齢・発掘経験不問　ただし、自家用車等で現場まで通勤できる方
応募期間 ：令和７年１月６日（月）から１月31日（金）まで
応募方法 ：令和７年１月６日（月）より、日本文化財保護協会ホームページに詳細な応募方法

を掲載しますので、ご確認ください。（http://www.n-bunkazaihogo.jp/）
問合せ先 ：〒389-2102長野県中野市大字上今井3435-1

公益社団法人日本文化財保護協会長野事務所　担当：山田・横須賀
電　話 ：0269-38-9160　※平日（月～金）午前９時から午後５時まで

1011 市報いいやま / 24.12

Informationお知らせ Iiyama City TEL Area Code 0269飯山市 市外局番 0269



２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
令
和
７
年
（
２
０
２
５
年
）
２

月
１
日
現
在
で
、全
国
一
斉
に
「
農

林
業
の
国
勢
調
査
」
と
い
わ
れ
る

「
２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

今
後
の
農
林
業
の
政
策
に
役
立
て

る
た
め
に
５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ

る
極
め
て
大
切
な
調
査
で
す
。
農

林
業
を
営
ん
で
い
る
皆
さ
ま
へ
12

月
下
旬
頃
か
ら
調
査
員
が
訪
問
し

ま
す
の
で
、
調
査
票
の
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
詳
細
は
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ご

確
認
く

だ
さ
い
。 企

画
財
政
課 

企
画
調
整
係

℡ 

６
７-

０
７
２
２（
課
代
表
）

宝
く
じ
の
助
成
金
で
祭
礼
備
品

お
よ
び
公
民
館
事
業
用
備
品
を

整
備
し
ま
し
た

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源

に
実
施
し
て
い
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
」
を
活
用
し
、
戸
隠
区

が
祭
礼
備
品
お
よ
び
公
民
館
事
業

用
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
広
報
事
業
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
て
お
り
、
地
域
社
会
の

健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上

に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

総
務
課 

庶
務
係

℡ 
６
７-
０
７
２
０（
課
代
表
）

■所得税のすべての画面がスマホ向けの画面に！
令和7年（2025年）１月からは、所得税のすべての画面でスマホ
でも操作しやすい画面になるため、スマホ申告が便利になります。
給与収入や年金収入のある方の医療費控除などの申告や、事業所得、
不動産所得がある方の青色申告決算書や収支内訳書の作成におい
ても、収入、経費金額を入力すれば、所得金額が自動計算されるため、
計算誤りがありません。また、データを保存し翌年に引き継ぐことで、
翌年以降一定の項目の入力が省略されます。さらに、消費税の確定
申告に青色申告決算書等データを利用することで、決算書等の情報
が引き継がれ、一定の項目が自動入力されます。

■書面による申告書等をご提出される方へ
令和7年（2025年）１月以降、確定申
告書等の控えに収受日付印の押なつを
行わないこととしました。申告書等の提
出年月日は、必要に応じて、ご自身で記
録・管理をお願いします。

もっと身近にもっと便利にスマホで確定申告！

　確定申告には、ご自身のスマホ・パソコンから国税庁ホームページ「確
定申告書等作成コーナー」を利用するe－Taxが便利です。ご自宅
から確定申告ができますので、ぜひe－Taxをご利用ください。また、
マイナポータル連携を利用すると、確定申告書の該当項目が自動入力
され、寄附金受領証明書や医療費通知情報などを入力する手間が不要
です。さらに、給与所得の源泉徴収票なども自動入力の対象になります。

　年末年始の「もえるごみ」の収
集日は次のとおりです。なお、もえ
ないごみや資源物の収集日は、ごみ・
資源物収集カレンダーでご確認い
ただき、お間違えのないようお願い
します。

■もえるごみ収集日
○飯山地区の方
令和 6年最後 12月 30日（月）
令和 7年最初 １月 6日（月）

○飯山地区以外の方
令和 6年最後 12月 31日（火）
令和 7年最初 １月 7日（火）

■エコパーク寒川
○ごみ受入れ休止期間
　 12月 31日（火）から

　1月 3日（金）まで
○休日開場日
　 1月 4 日（土）

信州中野税務署 ℡ 0269-22-3151

確定申告は
こちら

マイナポータル
連携はこちら

市民環境課 生活環境係 
℡ 0269-67-0726（課代表）

雪が降らないうちに必ず点検をしてください

上下水道課 業務係 ℡ 0269-67-0739（課代表）

水道メーター等の点検をお願いします水道メ 点検
本格的な冬を迎える前に

　冬期間は積雪により水道メーターの検針ができませ
ん。メーター・凍結防止装置の点検をお願いします。
■漏水の点検
家の水道の蛇口すべてを閉めた
状態で、水道メーター左下部の
「パイロット」を確認してくださ
い。（30 秒以上）ゆっくりでも
パイロットが回転していれば漏
水しています。漏水していたら、
飯山市指定工事業者に依頼して
修理してください。

■不凍栓の半開き状態は漏水の原因
不凍栓の半開き状態は漏水の原
因になります。閉めたつもりで
も再度確認してください。凍結
防止帯がきちんと巻かれている
か、電源が入っているかを確認
してください。

漏水していると高額な水道料金が発生します

「油漏れ」にご注意ください

　灯油等の油漏れ事故の多くは「うっかりミス」
です。油が流出すると、水質汚濁や農業被害に
繋がり、人の健康にも悪影響を与える恐れがあ
ります。水路や土壌に流れてしまった油の除去
には、多くの時間と労力を必要とし、その際に使
用した油吸着マットやオイルフェンスなどの費用
は、原因者が負担しなければなりません。油漏
れ事故を防ぐため、次の点にご注意ください。
■注意点
○給油中は絶対にその場を離れない
○バルブの開閉方向を間違えない
○ホームタンクの注ぎ口の閉め忘れがないか確
認する
○破損防止のため、タンクや配管付近の点検や
除雪に努める（配管やタンクを破損しないよう
注意）
■誤って油を流してしまった場合
水等で流すのではなく、雑巾や新聞紙などで
拭き取ってください。灯油等が屋外に流れた
場合や、側溝や河川等で油の流出を発見した
場合は、速やかに岳北消防本部または市民環
境課までご連絡をお願いします。

水道メーター

パイロットパイロット

市民環境課 生活環境係 
℡ 0269-67-0726（課代表）

二次元コードで
ホームページを
チェック！

飯
山
市
富
倉
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー（
か
じ
か
亭
）
冬
期
間
休
業

　
富
倉
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
（
か

じ
か
亭
）
は
、
冬
の
期
間
休
業
し

て
い
ま
す
。再
開
の
際
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
休
業
期
間

令
和
７
年
（
２
０
２
５
年
）

3
月
31
日
㈪
ま
で

農
林
課 

農
業
振
興
係

℡ 

６
７-

０
７
２
９（
課
代
表
）

年末年始の
ごみの収集日を
ご確認ください

広
告
コ
ー
ナ
ー

広
告
コ
ー
ナ
ー
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広
報
紙
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
に
伴
い
、

今
回
か
ら
概
要
版
の
掲
載
と
し
、
全
体

に
つ
い
て
は
、
飯
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

総
務
課 

庶
務
係

℡ 

６
７-

０
７
２
０
（
課
代
表
）

企
画
財
政
課 
財
政
係

℡ 
６
７-

０
７
２
２
（
課
代
表
）

財
政
事
情

飯
山
市
の

【
公
表
】

飯
山
市
の

【
公
表
】

　
令
和
６
年
度
上
半
期
の
水
道
事
業
の
業
務

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
数
値
は
、
令
和

６
年
９
月
末
現
在
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
、
令
和
５
年
11

月
1
日
か
ら
令
和
６
年
10
月
31
日
ま
で
の
住
民

基
本
台
帳
閲
覧
状
況
を
飯
山
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

○
公
益
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
調
査
研
究

等
や
公
共
的
団
体
が
行
う
地
域
住
民
の
た

め
の
福
祉
活
動

○
営
利
以
外
の
目
的
で
行
う
居
住
関
係
の
確

認
の
う
ち
、
訴
訟
の
提
起
そ
の
他
特
別
な

事
由
が
あ
る
場
合

■収益的収支の予算執行状況 上
下
水
道
事
業
会
計

■4月専決【補正額289.5万円】
○能登半島地震災害対策支援事業 139.5万円
○市単土地改良事業 150万円

■９月補正【補正額 4億6,863万円】
　（事業抜粋）
○持続可能な集落活動事業 555万円
○除雪対策事業 4,080万円
○防災対策整備事業 3,710万円
○児童手当給付事業 1,881万円

■６月補正　【補正額4億8,004万円】（追加提案含む）
　（事業抜粋）
○低所得者支援及び定額減税補足給付金給付事業 2億 2,755万円
○予防接種等事業 6,131万円
○農地農業施設現年度単独災害復旧事業 4,055万円
○市営住宅整備事業 8,500万円

■5月専決【補正額48.8万円】
○能登半島地震被災農林施設復旧支援事業 48.8万円

令和6年度一般会計予算補正状況

会　計 予算額
収入済額

執行率
支出済額

国民健康保険 22億6,350万円
8億2,217万円 36.3％
8億3,335万円 36.8％

後 期 高 齢
者 医 療 3億1,435万円 9,828万円 31.3％

1 億 1,114万円 35.4％

介 護 保 険 29億7,351万円
13億7,089万円 46.1％
11億1,394万円 37.5％

簡 易 水 道 7,851万円 2,423万円 30.9％
1,489万円 19.0％

福 祉 企 業
セ ン タ ー 4,619万円 　1,415万円 30.6％

1,880万円 40.7％
ケ ー ブ ル
テ レ ビ 2億3305万円

1億1,406万円 48.9％
7,139万円 30.6％

駐 車 場 6,494万円 1,427万円 22.0％
2,987万円 46.0％

特別会計の状況

■歳入
2,759万円

■歳出
4,703万円

一般会計の状況
一般会計 歳入歳出予算額（前年度からの繰り越し分含む）

194億9,477万円

人
事
行
政

運
営
状
況

職員の任免および職員数に関する状況
■職員の採用・退職状況

令和６年度 採用者数 令和５年度 退職者数 増減
14人 8人 6人

■職員数の状況（各年 4月 1日現在）

職員数
増減

職員区分 令和 6年度 令和 5年度
正規職員 233人 227人 6人

フルタイム会計年度任用職員 97人 100人 -3 人
（注）正規職員数は、北信広域連合・国土交通省への派遣職員３名を除く

閲
覧
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す

住
民
基
本
台
帳

企
画
財
政
課
財
政
係

℡
６
７-

０
７
２
２
（
課
代
表
）

財
政
事
情

飯
山
市
の

【
公
表
】

■歳入■歳入
2,7592,759万円

■歳出■歳出
4,7034,703万円

一般会計一般会計の状況の状況

一般会計 歳入歳出予算額（前年度からの繰り越し分含む）

194億9,477万円

二次元コードで
ホームページ
をチェック！

上
下
水
道
課 

業
務
係

℡ 

６
７-

０
７
３
９
（
課
代
表
）

市
民
環
境
課 

市
民
係

℡ 

６
７-

０
７
２
６
（
課
代
表
）

区　分 今年度上半期 
使 用 戸 数 7,598戸
有 収 水 量 95万2,952㎥
処 理 水 量 127万1,479㎥
有 収 率 74.95％

■事業状況（上水道） ■事業状況（下水道）

①人件費の状況（令和 5年度普通会計決算）

（注）職員手当には、退職手当および選挙手当を含みません

②職員給与費の状況（令和 6年度一般会計当初予算）

■人件費と職員給与費の状況

職員の給与の状況
■一般行政職の平均給料月額と平均年齢の状況
（R6.4.1 現在）

平均給料月額 平均年齢
31万 9,800 円 42.9 歳

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A）
161億 8,790 万円 22億 9,898 万円 14.2％

職員数
（A）

給　　　与　　　額 １人あたり
給与費
（B/A）

共済費
給　料

職　員　手　当
計（B）

うち期末・勤勉手当

正　規 208人 7億 7,656 万
8,000 円

4億 4,282 万
2,000 円 3億 890万 6,000 円 12億 1,939 万

円 586万円 2億 5,526 万
　8,000 円

フルタイム
会計年度 112人 2億 3,937 万

3,000 円
6,470万

円 4,662 万 6,000 円 3億 407万
3,000 円 271万円 6,149万

8,000 円

飯
山
市
の

【
公
表
】

区　分 今年度上半期 
給 水 件 数 8,023戸
配 水 量 162万6,359㎥
給 水 量 97万9,140㎥
有 収 率 60.20％

会　計 予算額 執行額 執行率

上水道事業
収益 ６億5,758万円 3億249万円 46.0％
費用 7億9,743万円 3億5,782万円 44.9％

下水道事業
収益 13億2万円 3億5,549万円 27.3％
費用 13億256万円 6億9,872万円 53.6％

　

市
で
は
年
2
回
、
財
政
の
執
行
状
況
等

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
令
和
6
年
4
月
か
ら
令
和
6
年

９
月
末
ま
で
の
状
況
で
す
。
な
お
、
さ

ら
に
詳
細
な
デ
ー
タ
は
飯
山
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

二次元コードで
ホームページ
をチェック！

　

広
報
紙
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
に
伴
い
、

今
回
か
ら
概
要
版
の
掲
載
と
し
、
全
体

に
つ
い
て
は
、
飯
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

総
務
課
庶
務
係

℡
６
７-

０
７
２
０
（
課
代
表
）

飯
山
市
の

【
公
表
】

人
事
行
政

運
営
状
況

職員の任免および職員数に関する状況
■職員の採用・退職状況

令和６年度 採用者数 令和５年度 退職者数 増減
14人 8人 6人

■職員数の状況（各年 4月 1日現在）

職員数
増減

職員区分 令和 6年度 令和 5年度
正規職員 233人 227人 6人

二次元コードで
ホームページ
をチェック！

二
次
元
コ
ー
ド
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
チ
ェ
ッ
ク
！
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　11月24日、飯山城址公園で開催された放鷹(鷹狩り）
の実演会に行ってきました。
　諏訪流放鷹術保存会は450年以上の歴史がある「諏
訪流放鷹術」の実演を行いました。鷹の訓練に必要とさ
れる技を公開し、最後に飯山市民数人が放鷹術を体験
しました。訓練を受けた鷹は大人しい一面がありながら、
野生の感覚が残っていると感じました。
　飯山は鷹狩りと深い関係があります。昨年開催された
城下町散策の成人講座で、飯山市役所がある福寿町はか
つて鷹匠町という地名で、飯山市公民館の場所は鷹の訓
練場だったという話を聞きました。
　カナダの場合、20世紀以前に鷹狩りが行われていた

記録はほとんどありません。私の出身地カナダ・アルバー
タ州では、鷹狩協会があり、今回の実演会に使われたオ
オタカやハリスホークを含む12種の猛禽類（もうきんる
い）が鷹狩りの鳥として分類されています。鷹狩協会の
会員のみが鷹狩りすることができます。会員たちは、動
物園などで実演会を行うほかに、有害鳥類の駆除を行う
こともあります。
　鷹狩りの「鷹」にちなんで、皆さんの新年の初夢は縁
起がいい「一富士二鷹三茄子」でありますように。

34 飯山は鷹狩りゆかりの地です。

二次元コードで
インスタグラム
をチェック！

フレイル予防で元気な毎日を目指そう

地域包括支援センター 介護支援係  ℡ 0269-67-0728（課代表）

　高齢期における筋力や心身の機能が低下し、弱った状態
を「フレイル（虚弱）」といいます。健康な状態と要介護状態
になるまでに「フレイル」という中間的な段階を経て、徐々に
要介護状態になると考えられています。フレイルになっても、
対策次第で健康な状態に戻ることできます。できるだけ早く
フレイルの兆候に気づき、生活習慣を見直すことが大切です。
【フレイルを予防するポイント】
①しっかり噛んで、しっかり食べる
色々な物を食べる。歯の手入れをする。
虫歯や歯周病があれば、早めに歯医者を受診するなど

②運動する
日常生活でこまめに身体を動かしたり、運動を取り入
れるなど

③社会とのつながりを持つ
友人とのお茶飲み、趣味の活動、買い物するなど

〈当たるとスッキリ！ クイズコーナー〉
Q.　2022年　飯山市高齢者実態調査
　（在宅要介護、要支援高齢者）より、「介
護・介助が必要になった主な原因」の
１位は何でしょうか？

A. 答えは 38㌻をご覧ください。

常
盤
小
学
校
の
６
年
生
は
、
長
野

県
知
事
認
定
伝
統
的
工
芸
品
で

あ
る
小
沼
ほ
う
き
を
守
る
た
め
、
４
年

生
か
ら「
常
盤
の
小
沼
ほ
う
き
を
守
ろ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
ふ
る
さ
と
学
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
学
習
で
、
初
め
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
は
、
小
沼
ほ
う
き
を
知

る
こ
と
で
す
。
４
年
生
で
は
、
小
沼
ほ
う

き
振
興
会
の
指
導
の
も
と
、
原
料
の
ホ

ウ
キ
モ
ロ
コ
シ
を
種
か
ら
育
て
、
夏
に
収

穫
、
冬
に
は
自
分
た
ち
の
手
で
ほ
う
き
を

作
製
し
ま
し
た
。
5
年
生
で
は
、
小
沼

ほ
う
き
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
小
沼
ほ
う
き
の
Ｃ
Ｍ
を
作
成
し
、
Ａ

Ｂ
Ｎ
長
野
朝
日
放
送
Ｃ
Ｍ
大
賞
で
審
査

員
特
別
賞
を
受
賞
。
６
年
生
で
は
、「
伝

統
あ
る
大
相
撲
で
、
地
域
の
伝
統
で
あ

る
小
沼
ほ
う
き
を
使
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
の
思
い
か
ら
、
両
国
国
技
館
へ
小
沼
ほ

う
き
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

今
年
で
卒
業
と
な
る
６
年
生
の
皆

さ
ん
は
、
こ
の
学
習
を
今
の
４
年

生
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。
6
年
生
の
皆
さ

ん
は
「
ほ
う
き
の
魅
力
を
知
れ
て
良
い
経

験
に
な
っ
た
」「
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
え
て
う
れ
し
い
」
と
話
は
続
き
、「
ほ

う
き
の
学
習
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」

「
小
沼
ほ
う
き
を
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え

て
ほ
し
い
」
と
、
こ
の
学
習
を
引
き
継
ぐ

４
年
生
へ
の
願

い
を
語
り
ま
し

た
。

Ｅ (エ ) ネルギッシュに
Ｅ (イー ) ヤマで活躍している

皆さんを紹介します

E
イー

ひ　と
発見！
いいひと はっけん    ＃ 223

二次元コードから
小沼ほうきのＣＭ
をチェック！

常
盤
小
学
校
６
年
生
の
皆
さ
ん

ふ
る
さ
と
学
習
で

小
沼
ほ
う
き
を
守
ろ
う

安心安全　　 消費生活

会ったことのない人にお金を...？
飯山市消費生活センター（市民環境課生活環境係内）

℡0269-67-0726（課代表）

消費者ホットライン　℡ 188

Ｓ
Ｎ
Ｓ（
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
）や
マ
ッ

チ
ン
グ
ア
プ
リ
（
出
会
い
系
サ
イ
ト
）
を

悪
用
し
た
詐
欺
被
害
が
急
速
に
拡
大
し

て
い
ま
す
。
恋
愛
感
情
や
親
近
感
に
付

け
込
ん
だ
詐
欺
の
手
口
を
「
ロ
マ
ン
ス
詐

欺
」
と
い
い
、
長
野
県
内
で
も
億
単
位

の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
介
し
た
手
口
で
あ
る
こ
と
か
ら

飯
山
市
内
で
も
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ

が
十
分
考
え
ら
れ
、
長
野
県
や
長
野
県

警
察
が
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
男
性
女
性
を
問
わ
ず
手
口
を

理
解
し
気
を
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

典
型
的
な
手
口
の
例
を
紹
介
し
ま
す
。

○
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
面
識
の
な
い
外
国

人
異
性
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
た
。
や

り
取
り
を
続
け
て
い
る
と
、
自
分
に
対
し

て
好
意
を
抱
い
て
い
る
旨
を
伝
え
ら
れ
、

自
分
も
相
手
に
対
し
て
恋
愛
感
情
を
抱

く
よ
う
に
な
っ
た
。「
会
い
た
い
」「
結
婚

し
て
一
緒
に
住
み
た
い
」
な
ど
と
言
わ
れ
、

「
二
人
の
将
来
の
た
め
に
貯
金
を
し
よ
う
」

と
い
う
こ
と
で
投
資
を
勧
め
ら
れ
た
。
教

わ
っ
た
と
お
り
に
１
０
０
万
円
入
金
し
、

し
ば
ら
く
す
る
と
多
額
の
利
益
が
出
た

と
言
わ
れ
、
そ
の
後
も
複
数
回
入
金
し

た
。
出
金
し
よ
う
と
す
る
と
「
出
金
に
は

利
益
の
10
％
、
１
０
９
万
円
の
手
数
料

が
必
要
」と
言
わ
れ
た
の
で
振
り
込
ん
だ
。

し
か
し
出
金
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
相
手

と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
。

こ
の
例
の
よ
う
に
、
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
で

は
、
恋
愛
感
情
等
を
抱
か
せ
た
上
で
「
二

人
の
将
来
の
た
め
の
貯
金
」「
会
い
に
行

く
旅
費
が
必
要
」「
荷
物
を
送
っ
た
か
ら

受
取
手
数
料
を
負
担
し
て
」
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
名
目
で
金
銭
を
要
求
し
、
応

じ
る
と
さ
ら
に
何
度
も
要
求
が
続
き
ま

す
。
そ
の
他
、
投
資
な
ど
の
も
う
け
話

を
勧
誘
し
金
銭
を
要
求
す
る
手
口
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
手
口
や
キ
ー
ワ
ー
ド

に
は
十
分
注
意
し
、
会
っ
た
こ
と
の
な
い

人
か
ら
お
金
の
話
が
出
た
ら「
全
て
詐
欺
」

だ
と
考
え
ま
し
ょ
う
。

▲その相手、本当に
実在の人物でしょうか？


